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１
月
３
日
、
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル
で
久
慈
市
消
防
出
初
式

を
２
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
消
防
団

員
ら
５
５
０
人
が
出
席
し
、
消
防

功
労
者
の
表
彰
や
市
中
心
街
で
の

分
列
行
進
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
・
氏
名
の
数
字
は
分
団
名
）
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５
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市
で
は
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
消
防
防
災
課
☎
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２
１
７
３

NEWS
新たな気持ちで防災意識を高める

令和4年久慈市消防出初式

消
防
団
員
を
募
集

●本

　国の重要無形民俗文化財に指
定されているえんぶりは、その
年の豊作を祈願する舞で、太

た ゆ う
夫

と呼ばれる舞手が馬の頭をかた
どった華やかな烏

え ぼ し
帽子をかぶり、

頭を大きく振る独特の舞が特徴
です。子どもたちのかわいらし
い祝福芸も見どころの一つ。
　期間中は、八戸市中心街での
一斉摺

ず
りや市庁前広場での一般

公開など、市内各地で公
演が催されます。
※新型コロナの感染状況により
中止・変更する場合があります
▶開催期間…2月１7日㈭から20日㈰
問�VＩSＩＴはちのへ☎0178-70-1110

八戸★トピックス
八戸地方に春を呼ぶ
民族芸能「えんぶり」

マイ・タイムラインを
つくりましょう

　マイ・タイムラインとは、台
風などの風水害に備え、自分や
家族の取る避難行動を時系列的
に整理した計画です。
　災害はいつ起こるかわかりま
せん。「自分の命は自分で守る」
ことを意識し、日頃からハザー
ドマップなどで危険個所を確認
して、いざという時のために備
えましょう。
　市HPに「マイ・タイムライ
ン作成シート」を掲載しました。
　ぜひ活用ください。
問消防防災課　☎52-2173

Information

分列行進する団員ら

　
三
陸
国
道
事
務
所
は
、
津
波
な

ど
の
災
害
時
に
、
高
台
の
道
路
に

避
難
で
き
る
津
波
避
難
階
段
や
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
新
井
田
地
内
の
久
慈
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
は
、
常
時
開
放

し
て
い
る
津
波
避
難
階
段
を
４
カ

所
（
図
❶
～
❹
）
設
置
。
三
陸
沿

岸
道
路
と
立
体
交
差
す
る
市
道
か

ら
、
国
道
４5
号
の
歩
道
へ
通
行
で

き
ま
す
。（
図
❶
は
３
月
に
通
行

可
能
と
な
る
予
定
で
す
）

　
長
内
町
地
内
の
長
内
ト
ン
ネ
ル

付
近
に
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
に
つ

な
が
る
ス
ロ
ー
プ
１
カ
所（
図
❺
）

と
避
難
階
段
２
カ
所
（
図
❻
❼
）

を
設
置
。
自
動
車
専
用
道
路
の
た

め
、
図
❺
～
❼
の
入
り
口
に
は
緊

急
時
以
外
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す

る
鍵
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
時
に
は
、
扉
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
破
り
内
側
の
レ

バ
ー
を
回
し
て
進
入
し
、
高
台
へ

一
時
的
に
避
難
で
き
ま
す
。

INFO
三陸沿岸道路と国道 45 号に津波避難階段を設置

問三陸国道事務所　☎0193-71-1715

農業の新たな取り組み
土地改良事業地区営農推進功労者表彰

　
ま
た
、
水
稲
育
苗
後
の
ハ
ウ
ス

で
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
を
導
入
。

障
が
い
者
の
就
業
機
会
の
創
出
を

行
っ
た
農
福
連
携
や
高
校
生
の
農

作
業
研
修
も
実
施
。
未
来
の
担
い

手
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
12
月
15
日
に
仙
台
市

で
東
北
農
政
局
土
地
改
良
事
業
地

区
営
農
推
進
功
労
者
表
彰
式
が
仙

台
で
行
わ
れ
「
農
事
組
合
法
人
宇

部
川
フ
ァ
ー
ム
」
が
東
北
農
政
局

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、
東
日
本
大
震
災
の

津
波
被
災
農
地
の
復
旧
や
、
ほ
場

整
備
事
業
を
受
け
、
平
成
26
年
12

月
５
日
に
設
立
。
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
農
地
を
借
り
受
け

集
約
・
集
積
。
稲
作
の
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
や
短
角
牛
に
与
え
る
濃

厚
飼
料
な
ど
の
製
造
を
行
い
、
耕

畜
連
携
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

NEWS

賞状を掲げる鹿糠沢津嘉代表理
事（左）と外舘保人副理事（右）

上／❷新井田の津波避難階段
下 ／❺～❼は緊急時プラスチック

カバーを破り進入してください
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ＪＲ八戸線

三陸沿岸道路

国道45号

国道28１号

国道395号

さらなる連携を深めて
明治安田生命保険相互会社と包括的連携協定NEWS

力
を
誓
い
ま
し
た
。
横
山
支
社
長

は
「
地
域
と
企
業
が
連
携
し
、
持

続
的
な
社
会
を
実
現
さ
せ
た
い
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
同
社
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
も
健

康
測
定
会
の
開
催
、
イ
ベ
ン
ト
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
協
力

を
頂
い
て
お
り
、
更
な
る
相
互
連

携
と
協
働
を
推
進
す
る
た
め
協
定

を
締
結
。
今
後
は
❶
高
齢
者
・
健

康
づ
く
り
支
援
❷
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
支
援
❸
産
業
・
観
光
振
興

支
援
❹
地
域
経
済
の
自
立
支
援
の

４
項
目
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
と
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社
は
令
和
３
年
12
月
23
日
、
包

括
連
携
協
定
締
結
式
を
開
催
。
遠

藤
市
長
、
横
山
幸
司
盛
岡
支
社
長

が
協
定
書
に
署
名
し
、
今
後
の
協

協定書を掲げる遠藤市長と
横山盛岡支社長（左）

海のことをもっと知ろう
第73回海洋教育フォーラム、令和３年度久慈湾総合開発促進協議会講演会NEWS

　
令
和
３
年
12
月
2４
日
ア
ン
バ
ー

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
第
73
回
海
洋

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
公
益
社
団
法

人
日
本
船
舶
海
洋
工
学
会
・
久
慈

湾
総
合
開
発
促
進
協
議
会
主
催
）

が
行
わ
れ
、
市
内
高
校
生
や
関
係

者
ら
３
２
４
人
が
参
加
。

　
市
内
高
校
生
が
海
に
関
わ
っ
た

発
表
と
し
て
、
久
慈
高
等
学
校
２

年
の
「
ウ
ニ
の
養
殖
研
究
チ
ー

ム
」
は
寒
天
を
使
っ
た
ウ
ニ
の
養

殖
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
チ
ー
ム
」
は
、
洋
上
風
力
発
電

を
利
用
し
た
久
慈
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
つ
い
て
、
日
本
で
も
実
績

が
な
い
中
で
調
査
。

　
久
慈
東
高
等
学
校
３
年
の
「
野

菜
ウ
ニ
研
究
チ
ー
ム
」
は
、
ウ
ニ

の
餌
に
白
菜
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど

の
野
菜
を
選
び
養
殖
。「
ダ
イ
ナ

ン
ギ
ン
ポ
研
究
チ
ー
ム
」
は
、
先

輩
か
ら
受
け
継
い
だ
テ
ー
マ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
扱
い
に
く
い
魚

の
調
理
法
に
挑
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
考
察
を
深
め
発
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
風
力
政
策
室
の
小
林
寛

室
長
補
佐
が
、
洋
上
風
力
発
電
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
高
校
生
の
発
表

内
容
を
交
え
な
が
ら
、
洋
上
風
力

産
業
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
開
発
が
進
ん

で
い
る
欧
州
の
洋
上
風
力
発
電
技

術
の
発
達
を
解
説
。
脱
炭
素
の
取

り
組
み
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

研究結果を発表する久慈高等
学校のウニの養殖研究チーム
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